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目
鏡
橋
周
辺
を
孫
の
航
大
君
を
連
れ
て
散
歩
す
る
。
孫
の
名
前
は
も
の
も
の
し
く

大
き
い
が
、
ま
だ
三
才
前
の
幼
児
で
あ
る
。
折
か
ら
長
崎
燈
會
の
祭
も
つ
い
先
日
終

わ
り
、
い
よ
い
よ
春
本
番
の
暖
か
さ
が
中
島
川
の
水
辺
に
も
溢
れ
て
い
た
。
二
人
で

手
を
つ
な
い
で
市
民
会
館
の
す
ぐ
近
く
の
東
新
橋
を
渡
ろ
う
と
し
て
い
る
。
世
間
広

し
と
い
え
ど
も
気
軽
に
手
を
つ
な
い
で
く
れ
る
の
は
、
こ
の
孫
た
だ
一
人
、
貴
重
な

存
在
で
あ
る
。
危
険
防
止
の
意
味
合
い
か
ら
も
、
二
人
は
必
ず
手
を
つ
な
ぐ
こ
と
に

し
て
い
る
し
、
幸
い
航
大
君
も
い
と
わ
ず
に
、
自
ら
当
方
に
手
を
差
し
伸
べ
て
く
る
。

　

危
機
に
対
す
る
感
覚
は
誰
が
教
え
た
わ
け
で
も
な
く
、
自
然
に
備
わ
っ
て
い
る
よ

う
で
あ
る
。
こ
れ
は
幼
児
一
般
に
い
え
る
こ
と
で
は
な
い
か
！
橋
の
階
段
を
登
る
一

歩
手
前
で
川
を
覗
い
て
、
こ
の
児
は「
金
魚
が
い
る
」と
叫
ぶ
。

　

お
や
、
お
や
っ
！
川
に
金
魚
が
い
る
の
か
な
と
、
当
方
も
頭
を
並
べ
て
覗
き
込
む
。

泳
い
で
い
る
の
は
、
大
型
の
錦
鯉
で
あ
り
、
黒
色
の
鮒
た
ち
で
あ
る
。
老
来
の
私
は

こ
こ
で
は
た
と
、
迷
っ
た
。「
あ
れ
は
金
魚
じ
ゃ
な
い
。
色
つ
き
は
錦
鯉
で
、
黒
は
鮒

で
あ
る
」と
訂
正
の
一
言
を
言
う
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
そ
の
ま
ま
に
す
べ
き
か
？
件

の
幼
児
を
み
る
と
最
早
関
心
は「
金
魚
」の
一
言
か
ら
薄
れ
、
次
の
関
心
事
を
求
め
て

い
る
素
振
り
で
あ
る
。
ま
あ
ー
水
に
い
る
金
魚
や
鯉
、
鮒
は
、
も
と
も
と
親
戚
の
よ

う
な
魚
た
ち
で
あ
る
。
そ
の
内
個
々
に
選
別
を
す
る
知
恵
も
機
会
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　

無
理
な
教
育
の
必
要
も
あ
る
ま
い
。
当
方
の
家
庭
の
水
槽
で
飼
っ
て
い
る
金
魚
か

ら
の
連
想
で
、
今
回
の
金
魚
に
つ
な
が
っ
て
い
る
根
拠
は
あ
る
わ
け
な
の
だ
。
連
想

す
る
こ
と
と
、
想
像
す
る
こ
と
は
表
裏
一
体
の
関
係
。
こ
れ
で
よ
し
と
す
る
か
と
自

己
納
得
し
た
。

　

東
新
橋
を
手
を
つ
な
ぎ
階
段
を
登
る
。
片
手
は
孫
の
手
を
、
も
う
一
方
の
手
は
ヒ

モ
付
大
型
の
紙
袋
を
さ
げ
て
い
る
。
こ
れ
が
い
け
な
か
っ
た
。
階
段
を
上
が
り
き
る

と
、
な
ぜ
か
真
ん
中
の
手
摺
り
と
は
別
に
、
左
右
に
鉄
柱
が
二
本
あ
っ
た
。
そ
の
一

本
の
鉄
柱
に
紙
袋
の
ヒ
モ
が
ひ
っ
か
か
り
私
は
、
足
元
が
乱
れ
ふ
ら
り
と
し
た
。
そ

の
反
動
で
前
を
行
く
航
大
君
の
手
を
、
ぎ
ゅ
っ
と
当
方
の
側
に
ひ
っ
ぱ
る
格
好
と

な
っ
た
。
お
陰
で
当
方
は
転
ぶ
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
い
ま
に
も
倒
れ
そ
う
な
無
様

な
格
好
、
そ
の
姿
を
振
り
返
っ
て
み
た
孫
が「
び
っ
く
り
し
た
あ
ー
、
危
な
か
っ
た

ね
ェ
ー
」と
言
っ
た
。
ま
っ
た
く
大
人
と
子
ど
も
の
立
場
が
逆
転
し
て
し
ま
っ
た
。

　

航
大
君
は
ま
る
で
歌
う
よ
う
な
リ
ズ
ム
と
抑
揚
で
の
た
ま
っ
た
。
表
情
は
明
る
く

笑
み
さ
え
含
ん
で
い
る
様
子
。
老
来
の
当
方
を
い
た
わ
る
よ
う
な
か
ら
か
う
よ
う
な
、

面
白
が
る
よ
う
な
、
こ
の
場
の
雰
囲
気
を
全
て
一
瞬
の
う
ち
に
察
し
た
人
の
ご
と
し
。

誠
に
、
幼
児
と
い
え
ど
も
あ
な
ど
る
べ
か
ら
ず
、
で
あ
っ
た
。

　

さ
て
、
こ
の
日
よ
り
一
年
が
経
っ
た
。
ま
た
中
島
川
に
連
れ
て
行
く
。
川
を
泳
ぐ

鯉
や
鮒
た
ち
を
み
て
よ
も
や
金
魚
な
ど
と
い
う
ま
い
。「
幼
児
一
年
の
成
長
や
如
何
」

魚
種
の
選
別
が
出
来
る
知
恵
を
会
得
し
た
に
ち
が
い
な
い
と
期
待
す
る
。

　

昨
年
と
同
じ
く
、
頭
を
並
べ
て
川
面
を
み
る
。
私
の
方
が
緊
張
す
る
。

　

航
大
君
い
わ
く「
あ
っ
、
お
魚
が
泳
い
で
い
る
」と
叫
ん
だ
の
だ
。

う
～
ん
、
な
ん
と
お
魚
ね
！
当
方
も
呟
い
た
。
世
は
正ま
さ

に
グ
ロ
ー

バ
ル
化
の
時
代
、
孫
も
こ
の
波
に
洗
わ
れ
て
い
る
の
か
？
答
え
は

個
別
で
は
な
く
総
合
的
な
魚
と
い
う
総
称
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
応こ
た

え
で
あ
っ
た
。
こ
ち
ら
の
方
が
ど
う
判
定
し
て
よ
い
の
か
大
い
に

迷
う
、迷
答
で
あ
っ
た
。中
島
川
春
の
日
の
一
コ
マ
で
あ
り
ま
し
た
。

　

前
回
号
で
私
は「
少
年
と
鯰な
ま
ず

と
お
巡
り
さ
ん
」を
書
い
た
。
本
当
に
鯰
っ
て
中
島

川
に
居
た
の
？
と
疑
問
の
声
が
あ
っ
た
の
で
答
え
ま
し
ょ
う
。
時
は
平
成
22
年
7
月

23
日
、
蝉
声
頻
り
な
る
午
後
3
時
、
眼
鏡
橋
か
ら
袋
橋
に
下
っ
て
ゆ
く
鯰
の
姿
を
み

た（
北
川
る
み
子
氏
も
撮
影
）、
体
長
70
㎝
程
、
悠
然
と
泳
い
で
い
た
。
偶
然
の
こ
と

な
が
ら
見
た
当
方
も
吃び
っ
く
り驚
、
あ
の
時
の
弁
当
箱
に
い
た
鯰
か
ど
う
か
？
顔
を
覚
え
て

い
な
い
が
、
成
長
し
た
ら
き
っ
と
こ
の
大
き
さ
、
あ
の
時
の
鯰
だ
と
思
っ
た
方
が
、

夢
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。�

（
九
州
文
学
同
人
）

○
七
月
は
行
事
の
多
い
月
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
梅つ

ゆ雨
が
あ
け
、
酷
暑
の
土
用
を
迎
え
、
疫

病
そ
の
他
多
く
の
災
難
に
か
ゝ
り
易
い
月
に
む
か
う
の
で
、
其
の
難
を
避
け
る
為
の
行

事
が
多
い
か
ら
で
あ
る
と
の
説
明
が
あ
る
。

○
先
ず
七
月
の
行
事
は「
夏な

ご
し越
」の
行
事
に
始
り
、
川
祭
、
半は

げ夏
の
節
句
、
清
水
観
音
の
千

日
祭
、
竜
神
祭
、
対
馬
・
飯
香
浦
等
の
地
蔵
盆
、
祇ぎ
お
ん園
祭
に
盆
の
念
佛
踊
、
チ
ャ
ン
コ

コ
、
オ
ー
モ
ン
デ
、
須
古
踊
等
々
が
あ
る
。

○
中
で
も
長
崎
の
精し
ょ
う
ろ
う霊
流
し
は
有
名
で
あ
る
。
但
し「
長
崎
の
盆
」は
、
昭
和
二
十
六
年

ま
で
は
七
月
十
三
日
よ
り
始
ま
っ
て
い
た
が
昭
和
二
十
八
年
よ
り
は
八
月
十
三
日
よ

り
十
六
日
ま
で
を
盆
の
日
と
定き

め
て
い
る
。

○
以
来
、
長
崎
の
八
月
十
六
日
と
言
え
ば
長
崎
光
源
寺
の「
産う
ぐ
め
の
ゆ
う
れ
い

女
幽
霊
」と
三
宝
寺「
地
獄

図
」の
御
開
帳
の
日
で
あ
り
、「
送
り
念
佛
精
進
落
ち
」の
日
と
さ
れ
て
い
る
。

○
一
体「
お
盆ぼ
ん
の
語
源
は
古サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト

代
イ
ン
ド
語U

llam
bana

の
音
訳
で
あ
り
、
直
訳
す
る
と

「
逆
さ
ま
に
懸
け
る
」と
い
う
意
味
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
転
じ
て「
苦
し
ん
で
い
る
人
達

を
助
け
る
意
」に
な
っ
た
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。

○
我
が
国
で
最
初
に
此
の
盆
供
養
を
施
行
し
た
の
は「
日
本
書
記
」に
よ
れ
ば
推
古
天
皇

三
四
八
号　

平
成
二
十
三
年
七
月
二
十
日

中
島
川
水
辺
の
表
情（
四
） 

─ 

幼
児
と
金
魚
と
錦
鯉 

─
十
四
年（
六
〇
六
）七
月
十
五
日
で
あ
っ
た
と
記
し
て
あ
る
。

○
長
崎
の
精
霊
流
し
は
キ
リ
シ
タ
ン
の
禁
教
後
、
街
中
に
佛
寺
が
建
立
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
寛
永
年
間（
一
六
二
四
─
）以
後
の
事
で
あ
る
。

○「
ボ
ン
」の
言
葉
に
つ
い
て
は
、
一
六
〇
三
年
長
崎
の
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
で
編
纂
さ
れ
た「
日

ポ
辞
書
」を
み
る
とB

ボ

ン

on, U

ウ
ラ
ボ
ン

rabon, X

シ
ョ
ウ
ロ
ウ

ōruo 

の
言
葉
が
集
録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
長

崎
氏
・
大
村
氏
の
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
支
配
地
以
外
の
地
で
は
、以
前
よ
り「
お
盆
の
行
事
」

が
お
こ
な
わ
れ
て
い
た
事
が
知
ら
れ
る
。

○
先
日
、
日
本
銅
セ
ン
タ
ー
（
東
京
）よ
り
斎
藤
久
嘉
部
長
外
の
来
訪
あ
り
。
長
崎
よ
り

唐
蘭
船
に
よ
り
輪
出
さ
れ
た
棹
銅
の
事
・
銅
座
町
や
泉
屋
の
事
等
質
問
あ
り
、
私
達
の

研
究
に
、
お
お
い
に
参
考
に
な
る
事
が
多
か
っ
た
。

○
市
川
森
一
先
生
よ
り
、
島
原
の
乱
・
天
草
四
郎
の
秘
話
を
中
心
に
キ
リ
ス
ト
教
の
博
愛

の
心
を
大
き
く
取
り
あ
げ
ら
れ
た『
幻げ
ん
じ
つ日
』を
御
恵
贈
い
た
だ
い
た
。
さ
す
が
に
先
生
は

諫
早
の
御
出
身
で
あ
り
、
地
理
・
地
方
史
に
も
詳
し
く
、
心
ゆ
た
か
に
読
ま
せ
て
戴
い

た
。（
講
談
社
刊
・
一
、七
〇
〇
円
）

○
今
月
御
寄
贈
い
た
だ
い
た
本

　
『
雄
風
』第
十
二
号
、
東
京
に
お
け
る
長
崎
市
立
高
校
同
窓
会
誌
で
代
表
編
集
者
藤
貞
夫

氏
の
後
記
に「
離
れ
た
郷
里
長
崎
、
そ
し
て
母
校
、
そ
こ
に
見
え
て
く
る
感
懐
が
本
編

の
寄
稿
者
の
文
中
に
は
あ
る
」と
あ
っ
た
。（
6
０
４
７
─
３
８
６
─
３
５
９
８
）

○
神
奈
川
大
学
日
本
常
民
研
究
所
よ
り『
研
究
論
文
民
具
マ
ン
ス
リ
ー
』3
・
4
・
5
号
─

奈
良
腰
痛
地
蔵
・
大
分
上
津
江
町
む
か
し
暮
ら
し
・
会
津
農
家
な
ど（
神
奈
川
大
学
刊
）

○『
ら
く
』第
12
集
。「
特
集
─
和
ご
こ
ろ
に
ふ
れ
て
み
ま
し
た
」（
イ
ー
ズ
ワ
ー
ク
ス
社
刊
・

一
、〇
五
〇
円
）

○
長
崎
新
聞
社
よ
り
、
長
崎
人
五
〇
人
の
人
生
記
録『
な
が
さ
き
人
紀
行
』を
戴
く
。
本
の

註
に「
指
針
教
訓
に
富
ん
だ
座
右
の
書
と
な
る
」と
記
し
て
あ
っ
た
。（
長
崎
新
聞
社
刊
・

一
四
二
九
円
＋
税
）

○
コ
ス
モ
ス
短
歌
会
長
崎
支
部
よ
り
歌
集『
海
港
』73
号（
久
保
美
洋
子
編
）を
拝
受
。
次
号

の
原
稿
締
切
は
九
月
十
七
日
。
歌
題
は
、「
朝
」と
あ
っ
た
。

○
本
会
事
務
局
よ
り　

八
月
は
恒
例
に
よ
り
各
講
座
は
暑
中
休
暇
と
し
、
月
曜（
長
崎
学
）

火
曜（
古
文
書
）水
曜（
懇
話
会
）金
曜（
食
文
化
学
）の
講
座
休
講
。
但
し
八
月
十
六
日
は

午
後
二
時
よ
り「
光
源
寺
幽
霊
話
」は
開
催
。
会
場
光
源

寺
。（
自
由
参
加
・
会
費
不
要
）（
講
師
・
楠
住
職
、
越
中

哲
也
他
）。
事
務
局
は
盆
の
十
五
日（
月
）以
外
の
月
・
水
・

金
は
開
け
て
お
り
ま
す
。

古
屋
　
陸
夫

長崎古今集覧名勝圖絵より


